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戦時下の大学院特別研究生制度と東北大学
吉 葉 恭 行 
1.はじめに 
1943 (昭和 18)9月 29日公布､1 0月 1日施行の文部省令第 74号により定められた ｢大学
院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件｣に基づいて実施された制度がいわゆる大学院特別研究
生制度である｡文部省はこの省令公布に際し ｢我ガ国学術ノ刷新振興ヲ図り其ノ水準ヲ飛躍的
二向上セシムルコトハ極メテ緊要ナル問題｣であり､このためには ｢我国ノ最高学府タル大学
二於テ愈々研究ノ振興ヲ図ル ト共二優秀ナル研究者､技術者ヲ多数養成スルコトガ最モ大切｣
であると述べ､また ｢殊二科学戦､思想戦タル様相ガ益々激化シタ現下ノ情勢｣において ｢学
術ノ研究ハ泡二焦眉ノ急 トナリ又研究者二其ノ人ヲ得ルコトハ極メテ肝要ナコトトナツタノデ
アル｣とこの制度の趣旨説明を行っている( 1)0
この制度により採用された特別研究生は入学金や研究費が免除されたほか､学資として月額 
90円以上が給与され､また入営延期の措置がとられた｡特別研究生の定員は毎年､前期 2年
が概ね 500名以内､前期 2年を修了した者の中から概ね 250名以内が後期 3年に進学するこ
とになっていた( 2)｡この制度が適用された大学は 1943 (昭和 18)年 10月 2日の文部省告示第 
755号により東京 ･京都 ･東北 ･九州 ･北海道 ･名古屋 ･大阪の 7帝国大学と東京商科 ･東京
工業 ･東京文理科の 3官立大学､慶応義塾と早稲田の 2私立大学と定められた｡
大学院特別研究生制度についてはこの制度が適用された各大学の年史 (3)において触れられ､
またいつくかの大学史研究等 (4)においても取りあげられているが､特別研究生がどのように
して何名鉄衡されたのか､またどのような研究に携わったのかなど､明らかになっていない点
が多い｡これらの不明な点や疑問点について各大学において明らかにした上で､1 2大学を総
合し総括しておくことが大学史研究を進めていく上で重要であろう( 5)0
東北大学の場合､1 960 (昭和 35)年に刊行された 『東北大学五十年史』が大学院特別研究
生制度について記述されている唯一のものであるが､資料など各種制約があったためか､特別
研究生がどのような手続きを経て何名鐙衡されたのか､またいかなる研究に従事していたのか
など明らかでない点が多い (6)｡したがってまず東北大学に現存する関連資料を整理し基本的な
疑問点を明らかにしたうえで､大学院特別研究生制度のもとで大学の教官や学生がいかなる対
応を迫られ､どのような行動様式を示したのか､そしてその後の東北大学に与えた影響につい
て補っていくことが 『東北大学史』の課題のひとつであると筆者は考えている｡
現在､東北大学では大学院特別研究生制度に関連する文書として 『東北帝国大学院規程』､『大
学院特別研究生 昭和十八年度第一期』､『大学院特別研究生関係 昭和十九年』､『大学院特別
研究生関係綴 昭和二十年』､『大学院特別研究生綴 昭和二十一年度』､『大学院特別研究生綴
昭和二十二年度』､『大学院特別研究生綴 昭和二四年度』の所蔵が確認されている｡本稿で
はこれらのうち 『東北帝国大学院規程』 大学院特別研究生 ､『大学院-∴∨､『 昭和十八年度第一期』 .
特別研究生関係 昭和十九年』､『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』を用いて前述した様
な基本的な疑問点を明らかにしておきたい｡
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2.大学院特別研究生定員と大学院定員
戦後の 1946 (昭和 21)年 6月 28日付けで文部省学校教育局長より ｢大学院又は研究科の
特別研究生調査に関する件｣ (発学三〇〇号､資料 1)が通牒されたDこの通牒には戦時中に
採用された特別研究生について追跡調査を行 う旨が記されているOなお本稿では資料の引用に
際し､原則として常用漢字を用い､かなづかい､送りがな､人名は原文によった｡
【資料 1】大学院又は研究科の特別研究生調査に関する件 発学三〇〇号)7( ()
発学三〇〇号

昭和二十一年六月二十八日

文部省専門教育局長 日高第四郎 印

官公私立大学 (総)長殿
 
(大学院特別研究生を置く)

大学院又は研究科の特別研究生調査に関する件
貴大学院又ハ研究科の特別研究生に付いて左記様式に依り御調査の上七月十日迄に本省に到
着する様御提出下さい
昭和 年度第- (二)期特別研究生名簿
 
○○大学

記入注意 
1. 本表は入学年度別に記入すること 
2.修了者､退学者の状況欄には修了者に就いては就職先及就職年月日第二期進学年月日等
を､退学者については退学の理由学資償還の有無等の状況を記入すること
3. 入学前の最終学歴及職歴の欄には年月日○○大学○○学部○○学卒何々大学副手の如く
東北帝国大学はこの通牒にしたがい調査を行い､その結果を文部省に報告している (敬
一七六号､昭和二十一年七月十八日起案､七月三十日発送)(8)｡この調査結果をもとに東北帝
国大学大学院特別研究生の年度別人数と学部別構成をまとめたものを表 1に示した (9)D
表 1 東北帝国大学大学院特別研究生の学部別構成 (昭和 18年度～ 20年度)
典拠 :『東北帝国大学大学院規程』による
41 o‰
310%
28 o‰
23 
艶 % % 100% 
年度 .期 理学部 医学部 工学部 法文学部 計
昭和18年度 .第1期 1292% 292% 177 13% 32% lo
昭和19年度 .第1期 1423% 16 g)oy 3912 0% 0% 10
昭和20年度 .第1期 l39l% 392% 298 0% 0% lo
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東北帝国大学では昭和 18年度第 1期に 41名､昭和 19年度第 1期に 31名､昭和 20年度第
1期に 28名､同年度第 2期に 10名の特別研究生が表に示したような学部別構成で在籍してい
たのである｡その総数は昭和 18年度から昭和 19年度にかけて 24%減､昭和 19年度から昭
和 20年度にかけて 9%減と､毎年減少していたことがわかる｡また昭和 19年度には法文学部
の特別研究生が全くいなくなるというところに大きな特徴がみられ､その代わりに理学部が 
29%から 41%-､工学部が 17%から 38%-と学部別構成比率を増大させていた｡昭和 19年
度から昭和 20年度にかけては工学部が 38%から 28%-とその学部別構成比率を減少させ､そ
の代わりに医学部が 19%から 32%-とその比率を増大させていた｡
これらの人数と学部別構成比率がどのようにして決定されたのであろうか｡『九州大学五十
年史』では 1943 (昭和 18)年 6月 2日に開催された大学院制度二関スル協議会で学生の選抜
方法と学生定員の配分方法などが協議され､協議決定事項は同年 6月 24日付けで専門学務局
長から各大学に正式に通牒された(10)とされているが､東北大学ではこれらの協議に関連する
文書は確認されていない｡
ところで､1943 (昭和 18)年 9月 29日付けで文部省専門教育局長より東北帝国大学総長宛
てに通牒された ｢大学院特別研究生定員二関スル件｣(発専二二二号､資料 2)があり､大学
院の定員決定の指標が示されているので見ておきたい｡
この通牒には特別研究生の定員を大学院定員の内数として取り扱 うので､その大学院定員を
決定し認可申請の手続きを行 うようにと記されている｡そして大学院定員決定の際には1講座
に付き概ね 2名を目安に定めるようにと付記されている｡
【資料 2】大学院特別研究生定員二関スル件 (発専二二二号)(ll)
発専二二二号

昭和十八年九月二十九日

文部省専門教育局長 印

東北帝国大学総長殿

大学院特別研究生定員二関スル件
本年十月施行ノ大学院特別研究生二関シテハ今般省㌧令公布相成タル処貴学二於ケル
右ノ定員ハ既存大学院又ハ研究科定員ノ内数 トシテ取扱フべキコトニ決定相成リタ
ルニ付テハ此際貴学大学院 (研究科)ノ定員二付至急認可申請ノ手続相成度此段及
依命通牒
追而右定員-学科ノ性質二応ジ教官及設備ヲ考慮シー講座二付毎年概ネ二名ニテ定
メラレ度
東北帝国大学ではそれまで大学院の定員を規定上で定めていなかったが､この通牒に示され
ている指標をもとに大学院全体の定員を定め､特別研究生の定員をその内数とし､1943 (昭和 
18)年 10月 12日付けで文部大臣に認可伺いを発送している (庶七三九号､資料 3)0
庶七三九号は 1944 (昭和 19)年 5月 19日付けで文部大臣より認可され (仙大専二三号)(13)､
その結果､東北帝国大学の大学院定員は全体で 276名となり各学部の大学院定員とその内数と
しての特別研究生定員 (大学院定員に対する比率)は､理学部 64名中 11名 (17%)､医学瓢 .､-
52名中 9名 (17%)､工学部 68名中 11名 (16%)､法文学部が法科､経済科､文科の計 92名
中 15名 (16%)と決定された｡発専二二二にもとづき各学部の既存講座に 1講座当たり2名
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の定員を定めた上で､東北帝国大学に付与された特別研究生の定員を比例按分し割 り当てたも
のと思われる()｡ここで決定された定員と表 1にまとめた調査結果に違いが見られるが､こ
の点については 4章以降で検討して行くことにする｡
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【資料 3】大学院特別研究生定員二関スル件 (庶七三九号)(12)
庶七三九号 発送十月十二日
昭和 18年10月11日起案 起案者 印
総長 印 庶務課長 印
会計課長 印
案
印印課課務計庶会
総長
文部大臣宛
大学院特別研究生定員二関スル件
去月二十九日附発専二二二号ニテ御申越ノ標記二関スル本学ノ定員ヲ二七六名 卜致シタクニ
付御認可下サレタク裏議イタシマス｡
追テ右定員中二特別研究生第一期生四六名､第二期生二三名ヲ含ミマスカラ念ノ為申候-
マス｡
大学院特別研究生定員割当て理由書
現下ノ国家目的二即応スル学術指導者並二研究者ヲ養成スル目的ニシテ大学院制度ノ改革二
伴ヒ之ガ要請二応スル為二今般本学大学院学生ノ定員ヲ制定セントスルモノデアル｡
学部名
理学部 
医学部 
工学部 
講座数
64 
5
68 
32 
26 
34 
大学院定員 (一講座 上記定員内数 トシテ特別研究生ニ付毎年二名割当) 第一期生 第二期生
ll 
2 9 
ll 
法文学部 法 
経済科 
文科 
6 
125 
2
0
1
35 1 15 1 
5
4
6
8
備考 理学部講座数中二油田機構学講座､工学部講座中二通信工学第三講座ヲ含ム 
3.大学院特別研究生鎗衡資料 
1943 (昭和 18)年 10月 1日の大学院特別研究生制度施行より 1か月あまり遡る同年 8月 
25日に､文部省専門教育局長より特別研究生候補者の鐙衡を指示する ｢大学院又ハ研究科ノ
特別研究生二関スル件｣が通牒されている (発専一八一号､資料 4)｡これにしたがい東北帝
国大学は特別研究生候補者の鐙衡と資料作成にあたった｡
各大学において鎗衡され文部省に推薦された特別研究生候補者は､最終的には文部次官を会
長とし､この制度が実施される大学の総長 ･学長 12名のほか､企画院第三部長､陸軍省兵務
局長､海軍省人事局長により構成される鎗衡会に諮られその採否が決定されることになってい
｡｢本省二於ケル鎗衡二際シ資料 トシテ必要ナルニ付｣､研究事項､人物､学力等二関ス15た()
ル調査表 (第一号書式)､履歴書 (第二号書式)､研究事項ノ解説書 (第三号書式)､身体検査
書 (高等学校教員規定第四号書式二準ズ)の 4書式の資料を 1943 (昭和 18)年 9月 10日迄 (第
三号書式のみ 9月 5日迄)に提出することが前述の発専一八一号において求められている｡第
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一号から第三号の書式については通牒に参考資料として添付されており､それぞれ記入例や記
入上の注意書きなどが記載されている｡これらの書式は昭和 20年度まで同じものが使われて
いるので詳細を確認しておきたい｡
第一号書式はいわゆる候補者名簿であり､氏名､研究事項､最終卒業学校専攻学科卒業年月､
学力､人物､身体､備考の七項目の記入欄があり､それぞれ記入例が示されている｡研究事項
欄に ｢(戦争遂行上特二直接必要ナルモノ)｣と注記されているところに留意しておきたい｡ま
た ｢記入上ノ注意｣の冒頭に ｢氏名ハ推薦ノ順位二列ベルコト｣と記されている｡大学内で予
め候補者に優先順位を付けておくことが取り決められていたのである｡
【資料 4】大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件 (発専一八一号) (16)
発専一八一号

昭和十八年八月二十五日

文部省専門教育局長 永井 浩 印

東北帝大総長殿
大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件
既二大学院又-研究科ノ特別研究生候補者ヲ推薦相成タル処早速陸軍省 卜協議シ可然措置ヲ
講ジツ→アルモ正式決定ハ九月末ノ予定二有之､従ツテ候補者中特別研究生 トシテ選定セラ
レザル者有之バ其ノ際右措置ヲ取消スコト､相成べキニ付為念御了知相成度尚右特別研究生
ノ本省二於ケル鎮衡二際シ資料 トシテ必要ナルニ付推薦サレシ候補者ノ研究事項､人物､学
力等二関スル調査表 (第-号書式二依ル)履歴喜一通 (第二号書式二依ル)身体検査書-逮 
(高等学校教員規定第四号書式二準ズ)及研究事項ノ解説書一通 (簡単ニシテ国家的緊要性
ヲ説明スルコト第三号書式二依)ヲ至急作製ノ上来ル九月十日迄 (但シ解説書ヲ除ク)ニ必
着スル様文部省専門教育局長宛送付セラレ度
追而 特別研究生ノ研究事項ガ国家的二緊要ナルモノ､戦力増強二資スべキモノニ限ラ
ル →コトハ既二御了知ノ所ナルモ最近ノ戦況二鑑ミ此ノ国家的緊要性-特二重視セラル →所
卜相成リタル次第二付右研究事項ノ解説書中特二法､経､文ノ各学部ノ候補者二付テ-其ノ
研究ノ国家的緊要性ヲ詳細二記サレ度 
(第一号書式)
 
○○大学大学院 (又ハ研究科)特別研究生候補者調査表
 
○○学部

氏名 研究事項 最終卒業学校専攻学卒業年月 科学力 人物 身体 備考
麹町 龍雄 大正七年七月一日 (戦争遂行上ニ直接必要ナ特東京帝大学経済学部ル済学科 昭和十七年経 倭九 倭 強健
記入上ノ注意 
-､氏名ハ推薦ノ順位二列ベルコト
二､学力-大学卒業者二在リテハ学業成績ヲ優､良､可､ノ評語ヲ以テ記入スルコト
大学卒業者二非ザル者-従事シタル研究､著書等ヲ記入スルコト
三､人物ハ優､良､可ノ評語ヲ以テ記入スルコト､特記スべキコトアラバ別二記入スルコト
四､身体ハ強健､普通､虚弱二分ツテ記入スルコト
五､学部別二一括シ､出来得べタンパ同一学部中二於テモ学科別二纏ムルコト
備考 本調査表ハ四十部提出ノコト
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(第二号書式)
履歴書

本籍地

現住所

戸主 何某男

名

日 生

学 業

一､年 月 何々中学校卒業

一､年 月 何々大学何学部何学科卒業又ハ卒業見込

業 務

一､年 月 何々大学何学部副手ヲ嘱託セラル

研究業績

一､年 月 何々ノ研究

兵 役
 
-､年 月 徴 集

何々兵役

一､年 月 入 営
 
-､年 月 何々二任ゼラル

賞 罰
右之通相違無之候也
年 月 日
右
氏 名 印 
記入上ノ注意
-､研究業績ハ主 トシテ大学卒業者二非ザル者､職歴ヲ持ツ者若ハ既二大学院又ハ研究科
二在学シタル者之ヲ記入スルコト
大学卒業見込者二付テハ在学中特記スべキ研究ヲ為シタル場合二限り之ヲ記入スルコト 
(第三号書式)

研究事項解説書

何々大学何学部何学科

氏

指導教官職 氏

一､研究事項
 
-､研究事項解説 (研究事項ノ国家的緊要性ノ説明ヲ含ム)

記入上ノ注意
 
-､解説ハ長キニ失セザルコト

備考 本解説書二限り九月五日迄二必着スル様提出ノコト

第二号書式である履歴書については､｢研究業績ハ主 トシテ大学卒業者二非ザル者､職歴ヲ
持ツ者若ハ既二大学院又ハ研究科二在学シタル者之ヲ記入スルコト｣､｢大学卒業見込者二付
テハ在学中特記スべキ研究ヲ為シタル場合二限り之ヲ記入スルコト｣と､大学を卒業していな
い者や大学卒業後に職歴や研究歴を持つ者は研究業績を記し､また大学卒業見込者については､
特記すべき研究業績が有る場合に限り記すように ｢記入上ノ注意｣がなされている｡
第三号書式である研究事項解説書の研究事項解説の欄には ｢研究事項ノ国家的緊要性ノ説明
ヲ含ム｣と注記されているほか､｢解説ハ長キニ失セザルコト｣と記入上の注意がなされてい
る点に留意しておきたい｡
戦時下の大学院特別研究生制度と東北大学 31
また本文中に ｢特別研究生ノ研究事項ガ国家的二緊要ナルモノ､戦力増強二資スべキモノニ
限ラル →コト-既二御了知ノ所ナルモ最近ノ戦況二鑑ミ此ノ国家的緊要性ハ特二重視セラル ヽ
所 卜相成 リタル次第二付右研究事項ノ解説書中特二法､経､文ノ各学部ノ候補者二付テハ其ノ
研究ノ国家的緊要性ヲ詳細二記サレ度｣と特に法､経､文の各学部の候補者についてはその研
究の国家的緊要性を詳細に記すよう ｢追而｣が付されているところにも注目しておきたい｡ 
4.各年度の大学院特別研究生 
4.1.昭和 18年度第 1期大学院特別研究生
鎗衡の経緯
昭和 18年度第 1期の東北帝国大学大学院特別研究生として 41名が採用されており､第 2章
の表 1に示したような構成をなしていた｡この数字は第 2章の資料 3で見た大学院定員の内数
としての特別研究生定員 46名に対し 5名少ない｡厳密にいえば 1943 (昭和 18)年 10月 1日
の時点では 41名にも達していなかったのである｡ 
9月 28日に文部省の鎗衡会が開催され特別研究生の最終鎗衡が行われたが( 17)､その場で東
北帝国大学を含むいくつかの大学より推薦された特別研究生候補者の数が定員を満たしていな
いことが問題になったようである｡昭和 18年度第 1期の特別研究生が定員を満たしていない
ので追加の候補者を 10月 25日までに推薦するようにとの指示が 10月 5日付けで文部省専門
教育局長より通牒されている (資料 5)｡
【資料 5】大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件 (18)
昭和十八年十月五日
文部省専門教育局長 永井浩 印

総長 印 庶務課長 印 庶務課 印

東北帝国大学大学総長殿

大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件
標記二関シ貴学二於テハ本年度定員二滴タザルニ付候補者ヲ十月二十五日迄二
追加推薦相成レバ鎗衡会二諮り審議ノ余地モ有之ベク存ゼラル →ニ付御含ミノ上
若シ適任者有之バ前回同様八月二十五日附発専一八一号二依り御推薦相成度
追テ本年度ハ貴学外ノ一般人ヲ対象トシテ鎗衡相成度尚鐙衡二当リテハ厳重ナ
ル試験等適当ナル方法二依り直二優秀ナル者ノミヲ推薦セラレ度特二文科系統二
在リテハ兵役ノ関係ヲ御考慮ノ上入営､招集等ヲ予想サル →者ハ之ヲ避ケラレ度
尚応募セントスル者二対シテハ別添書類ヲ交付致セシニ付御了知相成度
この通牒に添付されていたと思われる資料には､｢欠員アル大学々部｣のリス トが掲げられ
ており､このリス トによると東京帝国大学 (工､法､文)､京都帝国大学 (文､経)､東北帝国
大学 (工､理､法文)､九州帝国大学 (工､理､法文)､大阪帝国大学 (工)､名古帝国大学 (工)
東京商科大学､東京文理科大学 (理科系統学科)､東京工業大学の 9大学で欠員があったこと
になる｡
これを受けて東北帝国大学は追加の候補者を鎗衡し 10月 23日付けで文部専門教育局長宛に
発送している (庶六四四､資料 6).理学部で 3名､医学部で 2名､工学部で 4名の計 9名張.･J-
推薦された｡なお庶六四四では記の部分に推薦された候補者の氏名が記載されていたが､本稿
では■で記した｡
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【資料 6】大学院特別研究生二関スル件 (庶六四四)(19)
庶六四匹号 発送十月二十三日
昭和十八年十月二十三日起案 起案者 印
総長 印 庶務課長 印 庶務課 印
案
総長
文部省専門教育局長宛
大学院特別研究生二関スル件
去月五日附ヲ以テ標記ノ件二関シテ御中越ノトコロ左記ノ通り候補者ヲ
追加推薦イタシマスカラヨロシク御計ヒ願ヒマス
記 ■ ■ ■ ■

}■ ■ ■ ■
■ ■』■ ■ ■ ■
『 ■
 
■ ■
' ■ 』
■ ■ ■
 
■ ∫ 『
■ ■ ■ ■

{

追加の候補者については文部省による最終鐙衡会は開催されなかった｡対象となった各大学
より推薦された 39名について 11月 13日付けで文部省による基本的な選定基準が示され､ こ
の基準により文部省内で盆衡する旨が通牒されている (発専二六二､資料 7)｡
この通牒に示された選定基準では､理科 ･文科､本年度以前 ･本年度卒業者､未応召者 ･応
召者 ･本年度徴集者 ･招集解除者の別で ｢選定シテ然ルべキ者｣､｢選定スルヤ否ヤニ付研究ヲ
要スベキ者｣､｢特別研究生 トシテ選定シテ然ルべキモ軍二於テ兵役上特別ノ考慮ヲ払ハレザル
者｣､｢選定敦シ難キ者｣の 4つの分類が明確に行われており､理科といえども本年度徴集者に
ついては ｢選定致シ難キ者｣に分類されている｡また本文中でこの選定基準について意見が求
められている｡
7資料 】大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件 (発専二六二)【 (20)
発専二六二号
昭和十八年十一月十三日
文部次官 印
東北帝国大学大学総長殿
大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件
大学院又ハ研究科特別研究生補欠推薦者中文部省トシテハ諸般ノ事情二基キ慎重ナル下審
査ノ結果別冊ノ如キ選定ヲ為スヲ適当卜認メラルルモ右二付左記注意事項御含ミノ上御意見至
急開示相成度
追而 今般ハ鎗衡会ヲ開カズ書面二依り各位ノ御意見ヲ伺フコトトナシタルニ付右御了承相成
度
尚来ル十一月十五日迄二御回報無之時ハ御異議ナキモノト認ムベキニ付御含ミ相成度
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記 
-､ 本年度徴集ノ者二就テハ今次ノ審査ヨリ之ヲ省クコト
二､ 本年度卒業者二就テハ第一次二於テ鎗衡済ナルモノト了承サルニ付今次ノ審査二当り鐙
衡上研究ヲ要スべキ者トシタルコト但シ招集解除者二就テ-此ノ限二在ラズ
三､ 文科系ノ者二付テハ章二於テ兵役上特別ノ考慮ハ之ヲ払ハレザルコト但シ京都帝大ノ留
保者一名二就テハ此ノ限二在ラズ
四､ 理科系ノ者二付テハ研究事項二付軍ノ要望二基キー層直接二戦力増強二資スルモノタル
コト
五､ 尚選定ノ日附ハ十月三十日ヲ以テ為ス見込ナルモ章二於テハ此ノ間入営応召等ニヨリ入
隊ヲ了シタル者二就テハ解除ノ取計ヲ為サレザルコト
大学院又ハ研究科特別研究生補欠推薦者選定参考表
01未応召昔日---･--- 一三名
本年度以前ノ卒業者 ◎文理大取消者二代ルモノ-･一名て1◎2召集解除者-･---･--･七名 
く
×本年度徴集者---･･-･- 六名
本年度卒業者 02本年度以前ノ徴集者･--･- 二名
(未応召者) 
◎3招集解除者-･･･-･-･-- 一名
△理科合計未応召者----- 三〇名･-･-･五名1
本年度以前ノ卒業者
本年度卒業者
△2召集解除者------･日 二名
て (永久兵役免除一名) 
(即日帰郷 一名) 
く
×本1年度徴集者 --･･ ナシ
△2本年度以前ノ徴集者･ ナシ
(未応召者) 
△3招集解除者-･-･- ナシ
◎ 京都帝国大学保留者	 一名

文科合計 八名

文理科合計 三八名

備考
◎印ハ選定シテ然ルベキ者
○印ハ選定スルヤ否ヤニ付研究ヲ要スべキ者
△ハ特別研究生トシテ選定シテ然ルべキモ章二於テ兵役上特別ノ考慮ヲ払ハレザル者
×印ハ選定致シ難キ者
他大学はもとより東北帝国大学からの意見の有無について確認できる資料は見あたらなかっ
たが､原案通りの選定基準により文部省内で最終錠衡がなされた｡その結果､工学部から推薦
されたが本年度徴集者であり ｢選定致シ難キ者｣と判定された 1名が不採用となり､×印と取
り消し線が付されている (発専二六二号､資料 8)｡なお発専二六二号の大学院特別研究生推
薦者一覧中の候補者氏名､指導教官の項にはそれぞれ氏名が記載されていたが､本稿では■を
記している｡
以上､昭和 18年度第 1期の特別研究生の鎗衡経緯を整理すると､10月 1日付けで特別研究
生に採用された人数は理学部 9名､医学部 7名､工学部 4名､法文学部 13名の計 33名であり､
その後 10月 5日付けで追加候補者の募集が行われ､鎗衡の結果､12月 3日に理学部 3名､医
学部 2名､工学部 3名の 8名が 10月 30日付けで追加採用され､合計 41名 となったというこ
とになる｡それにしてもなぜ予定されていた定員 46名に対して当初は 33名 しか推薦されず､
追加を含めても 41名 しか採用されなかったのだろうか｡九州帝国大学では 3名を予備定員と
していたようであるが(22)､東北帝国大学の場合どうであったのか､現在確認できる資料からこ∴.
はその理由を明らかにすることはできなかった｡
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【資料 8】大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件 (発専二六二号)(21)
発専二六二号

昭和十八年十二月三日

文部省専門教育局長 永井浩 印

東北帝国大学大学総長殿

大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件
大学院又-研究科特別研究生補欠ノ鐘衡ハ過日十三日附発専二六二号照会ヲ以テ鍵衡会二出席スべキ者
ヨリ文書ニヨリ御意見ヲ徴シタル結果候補者名簿中×印ノ者ヲ除キ原案二基キ総テ認可相成タルニ付御了知
相成度
追而 貴学二於ケル之ガ選定ノ日附ハ鐘衡ノ際ノ注意事項記ノ五御含ミノ上便宜十月三十日トシテ差支無
之二付為念申添フ
×印ヲ除キ十月三十日附ヲ以テ入学許可 認可アリタLIQ

大学院特別研究生推薦者一覧 (追加ノ分)(十月三十日付)

理学部

候補者氏名 指導教官 研究事項 備考
◎ ■ ■ ∫ ■教授 ■1■ 非線型微分法的式 〇〇(⊃ ■ ■ ■ ■教授 ■1■ 分析化学 (鉄鋼添加成分ノ定量法)
◎ ■ ■ ■ ■
教授■t■ 肺結核ノ代償機転二関スル研究 抗研 (工学 部定員) 
○ ■ ■ ■教授■■■ 低圧等酸素欠乏状態ノ航空生理学的研究 抗研(工学 部定員)○■■■教授 1■■ 非水溶液化学ノ研究 (細目硝酸アンモニアノ直接合成) 
■教授 ■■■ 水中音響工学ニ関スル研究
◎ ■ t t ■教授 ■■1 乾電池ニ関スル研究
特別研究生の素描
東北帝国大学は学内鐘衡した特別研究生候補者に関する事項を前述した 4書式の資料にまと
めて文部省に提出している(23)｡第一号書式を除く 3書式の控えが 『大学院特別研究生 昭和
十八年度第一期』に綴られているので､記載事項の中から特別研究生の所属学部･学科 (教室)
および研究題 目､採用時在職者は前職､採用時である 1943 (昭和 18)年 10月 1日時点(24)の
年齢をまとめて表 2に掲げた｡
採用された特別研究生 41名の年齢を見てみると最高が 43歳､最低が 22歳であり平均年齢
は 26.5歳であった｡大学卒業後数年を経過しており､助手ないし副手などの職を有していた
者が全候補者 41名中半数近い 18名であった｡大学院特別研究生制度施行の初年度ということ
もあり､新卒に限らず広く適格者を求めようとする意識が働いたためと考えられる｡
なかには昭和 14年 5月 15日に設置された東北帝国大学臨時附属医学専門部の助教授や講師
という前歴を持つ者がいた｡特別研究生に支給される学資月額 90円以上という金額は助手が
月額 70円､副手が月額 30円から 40円という給与水準にあった当時としては格別の待遇であっ
たといえるが､何よりも入営延期の措置が取られたという条件がこの制度を利用しようとする
動機付けとなったことは想像に難くない｡その他､中学校教授の職にあった者も1名いた｡東
北帝国大学以外の大学学部卒業者として採用されたのは理学部の東京工業大学出身者 1名で
あった｡
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表 2 ′大 学 院 特 別 研 究 生候 補 者 の 所属 お よび研 究事 項 等 (昭和 18年度)
典拠 :『大学院特別研究生 昭和十八年度第一期生』による
所属学部 所属学科 .教室 研究事項 前職 (他大学) 採用時年齢 採否
物理学教室 鉄鋼ノ冶金学的研究並二ソノ原料ノ研究 (東工大) 24歳3ケ月 ○
化学教室 高分子化学研究 22歳8ケ月 ○
生物学教室 植物刺激生理ニ関スル研究 24歳0ケ月 ○
生物学教室 日本産ヒドラノ研究 26歳6ケ月 ○
化学教室 有機化学二於ケル総合反応ノ研究 助手 27歳5ケ月 (⊃理学部 岩石硬物療床学教室 粘土蔵物ノ熱的X線的研究 助手 26歳 11ケ月 ○
化学教室 稀元素応用分析法 助手 26歳8ケ月 ○
岩石硬物療床学教室 石油層ノ岩石学的及ビ物理学的研究 助手 27歳0ケ月 ○
物理学教室 固体ノ原子物理学的研究 25歳 1ケ月 ○
生物学教室 フナクヒムシの生理生態学的研究 副手 34歳2ケ月
化学教室 鉄鋼添加成分ノ定量法 24歳6ケ月
数学教室 非線型微分方程式 副手 26歳3ケ月 
医学科 脳波二関スル研究 24歳5ケ月 ○
医学科 脳外傷死因並ニ之ガ対策ニ関スル研究 23歳8ケ月 ⊃(
医学科 ｢アレルギー｣性眼疾患ノ研究 助手 25歳8ケ月 ○
医学部 医学科 聴器迷路ノ病気二関スル研究 臨時医専講師 33歳 11ケ月 ○貧血 24 8ケ月 
医学科 晩期妊娠中毒症ニ関スル研究 臨時医専助教授 27歳4ケ月 ○
医学科 糖蛋白体ノ生化学 27歳7ケ月 ○
医学科 肺結核 ノ代償機転ニ関スル研究 副手 30歳5ケ月
医学科 低圧等酸素欠乏状態ノ航空生理学的研究 助手 28歳3ケ月 
機械工学科 熱伝達ノ研究 23歳8ケ月 ○
機械工学科 弾性体ノ振動強度ニ関スル研究 24歳2ケ月 ○
化学工学科 非水溶液化学ノ研究 助手 24歳6ケ月 ⊂
工学部 金属工学科 製鋼化学 助手 28歳 1ケ月 ○
化学工学科 接合成)非水溶液化学ノ研究 (細目硝酸アンモニアノ直 28歳3ケ月
電気工学科 水中音響工学ニ関スル研究 助手 27歳9ケ月
化学工学科 乾電池ニ関スル研究 24歳 10ケ月 
金属工学科 航空機用強力軽合金ニ関スル基礎的研究 (東大工) 23歳7ケ月 ×
文科社会学科 英米ノ東亜民族論 トソノ東亜-ノ影響 24歳 10ケ月 ○
亜細亜精神ノ研究 中学教授 43歳9ケ月 ○
経済科 工業ニ於ケル労務政策 (殊ニ重工業労務者ノ労務配置並ニ能率増進ニ関スル問題 ) 23歳 10ケ月 ○
印度学科 チベット語JIdニインド文化ノ基本的特相 助手 32歳2ケ月 ⊃(
文学科 支那近世ノ俗文学ニアラワレタル国民性ノ研究 23歳0ケ月 ○
文科 近世科学思想史 トソノ哲学的反省 副手 24歳4ケ月 ○
西洋史科 長期戦完勝ノ要件 -羅馬帝国建設成功ノ諸因ノ研究 32歳 1ケ月 ○
法文学部 副手 戦力高揚ノ心理学的方法､特ニ表現技術 副手 27歳7ケ月 ○
文科 本邦兵制 ト社会経済制度 トノ関係ニ就キテノ史的研究 22歳2ケ月 ○
文科東洋史科 方策ニ資スルガタメノ研究黄河地域 ト揚子江地域 トニ於ケル文明 (廉ク政治､文化､経済ニ亙ル)ノ特殊性及 ビ其ノ相互的影響ヲ歴史地理的ニ究明シテ現今支那統治ノ 23歳0ケ月 ○
心理学科 マライシャニ於ケル低文化諸部族ノ民族心理学 副手的研究 28歳6ケ月 ○
法科第二部 大東亜建設ノ法理 24歳0ケ月 ○
●●

●


)●●

※本表の学部毎の記載順は 『大学院特別研究生 昭和十八年度第一期生』の記載順の通りとした｡
※特別研究生の所属学科 ･教室名は実際の名称と異なると思われるものもあるが､第三号書式 ｢研究事項解説書｣に
記載 されているものをそのまま転載した｡
※他大学からの特別研究生は前職欄に (出身大学)と記した｡
※採否欄には最終的に特別研究生に採用された者に〇､追加採用された者に●､採用されなかった者に×を付したO
研究事項の題目についてみてみよう｡医､理､工の各学部の研究事項の題目については ｢(戟
争遂行上特二直接必要ナルモノ)｣かそうでないものか題 目そのものから評価を下すのが難し
いのに比して､法文学部の題 目からは､｢戦力高揚ノ心理学的方法､特二表現技術｣､｢長期戦-､
完勝ノ要件一羅馬帝国建設成功ノ諸因ノ研究｣､｢本邦兵制 卜社会経済制度 トノ関係二就キテノ
史的研究｣など ｢(戦争遂行上特二直接必要ナルモノ)｣であるような表現に留意しつつも自ら
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が専門とする研究を遂行しようとする意識を読み取ることができる｡ 3章の資料 4に掲げた発
専一八一号の本文の追而において､法､経､文の各学部の候補者についてはその研究の ｢国家
的緊要性｣を詳細に記すようにと付された注意書きがあった｡この追而の注意書きを法文学部
が率直に踏まえたものと考えられる｡ 
4.2.昭和 19年度の大学院特別研究生
鎗衡の経緯 
1944 (昭和 19)年 4月 5日付けで文部省専門教育局長より昭和 19年度第 1期生の定員を
医学部 9名､工学部 11名､理学部 11名の計 31名 とする旨が通牒されている (発専一〇八号､
資料 9)｡この時点で既に文科系の定員が削除されている｡
【資料 9】大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件 (発専一〇八号) (25)
発専一〇八号

昭和十九年四月五日

文部省専門教育局長 印

東北帝国大学総長殿

大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件
昭和十九年度特別研究生ノ選定二付キテハ近ク具体的要綱ヲ通牒相成べキ見込ナルモ取敢-
ズ左記人員ノ範囲内二於テ鐘衡相成べキニ付御含ミノ上可然御準備置相成度尚本年度ハ其ノ
研究事項二就テハ特二戦力増強二直接必要アルモノニ限ラル →見込二付併セテ御含相成度
記

医 九人

工 一一人

理 一一人

農 人

計 三一 Jし

その 13日後の 4月 18日付けで通牒された別紙 (発専一〇八号､資料 10)では､戦況が悪
化していたこともあり､軍の要望を受けた形で研究事項については ｢決戦遂行二国力ノ全力ヲ
集中スル｣ とい う ｢線二沿フモノニ限ラルべク｣という制限が課せられた｡具体的には軍医不
足から医学部の定員を削減､農学については純農的な研究は極力避けて､それらの定員の一部
を理学､工学に振替えるので､理学､工学関係には概ね定員の 2割り増しの候補者を推薦する
ようにというものであった｡
【資料 10】大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件 (発専一〇八号) (26)
韓専一 OI号L

昭和十九年四月十八日

文部省専門教育局長 印

東北帝国大学総長殿

大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件
本年度特別研究生ノ選定二付キテハ別途鐘衡二関スル要綱通牒相成タル処決戦非常措置要綱ノ趣旨
二則り本年度ハ決戦遂行二国力ノ全力ヲ集中スルコトト相成タルニ付従ツテ研究事項モコノ線二沿フモ
ノニ限ラルベク実々軍ノ要望モ有之種々研究ノ処各学部別定員二付左記ノ如キ取扱ヲ致シ度キニ付御
了知ノ上万全ヲ期セラレ度
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記 
-､ 医学関係二付テハ軍医要員不足ノ実情二鑑ミ特別研究生ノ定員ヲ減少スルヤモ知レザルヲ以テ
之ガ推薦二当リテハ十分留意シ定員ノ概ネ三割ハ之ヲ理学､工学二振替へ得ル様配意シ置クコ
ト
二､ 農学関係二付テハ純農的ナル研究事項ハ極力之ヲ避ケ定員ノー 部ヲ理学､工学二振替へ得ル
様推薦二当り配意シ置クコト
三､ 右ノ措置二関連シテ理学､工学関係二付テハ定員ノ概ネ二割推薦者ヲ増加シ置クコト
また同日付けで､昭和 19年度の特別研究生は 5月中旬迄に決定するので候補者を 4月末迄
に推薦するよう､文部省専門教育局長より ｢大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件｣(寡
専一〇八号､資料 11)が通牒されているo
【資料 11】大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件 (発専一〇八号) (27)
発専一〇八号

昭和十九年四月十八日

文部省専門教育局長 印

東北帝国大学総長殿

大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件
本年度特別研究生ノ盆衡二関シテハ特二左記要綱二依り候補者ヲ御鐘衡ノ上来ル四月末日迄二御推薦
相成度
-､ 本年度特別研究生ノ決定ハ五月中旬迄二之ヲ行フコト
二､ 本年度特別研究生ノ選定ハ理科的学科二限り之ヲ行ヒ文科的学科二付テハ今回ハ之ヲ停止スルコ
ト
三､ 特別研究生-現情勢二鑑ミ特二国家喫緊ノ科学研究二従事スル教授､助教授等ノ研究補助員タル
ノ任二当ラシムルニ重点ヲ置クコト
従ツテ特別研究生ハ指導教官ノ研究二絶対不可欠ノ要員ニシテ真二教官卜一丸トナリテ研究二従
事シ之ガ強カナル推進カタリ得べキ者ヲ選定スルコト
四､ 右ノ研究事項ハ決戦態勢二応ズべキ事項二限ルモノトシ長期二亘ラザレバ効果ヲ期シ難キ事項ハ
之ヲ控-ルコト
尚研究事項ハ明確且具体的二表示スルコト
五､ 特別研究生ノ選定ハ出身学校ノ如何二拘ラズ真二公平厳正二之ヲ行フコト
六､ 特別研究生ノ推薦二当リテ-候補者二順位ヲ附シ定員ノ概ネ一割程度ノ補欠推薦者ヲ用意スルコト
尚推薦漏ノモノニ付テハ推薦者二準ジ別紙トシテ関係書類ヲ整理ノ上送付スルコト
鐙衡ノ際試験ヲ課シタル場･合ハ試験ノ方法及結果二付概要ヲ送付ノコト
尚推薦二当リテハ研究事項ノ説明書ヲ別紙トシテ用意スルコト之ガ記載二付テハ例エバ｢何々委嘱
二依ル何々ノ研究二従事スル教官ノ研究遂行ノタメ幾名ノ補助員ヲ要スべキ処然々ノ事情ニアリ特
別研究生何某ハ最適任者ニシテ且絶対不可欠ノ研究要員ナリ｣等ノ如ク明確且直裁ナル説明ヲ附
スルコト
七､ 特別研究生選定ノ手続及書類形式等ハ凡テ昨年卜同様二取扱フコト
この通牒中の第二項で ｢理科的学科二限り之ヲ行ヒ文科的学科二付テハ今回ハ之ヲ停止スル
コト｣と改めて明記されることにより文科系は特別研究生制度の枠外となり､東北帝国大学法
文学部は定員を失った｡また第三項では ｢現情勢二鑑 ミ特二国家喫緊ノ科学研究二従事スル教
授､助教授等ノ研究補助員タルノ任二当ラシムルニ重点ヲ置クコト｣とされ､特別研究生に対
して戦時研究に携わる教授や助教授の研究補助員としての役割がより期待されるようになって
いたことが伺われるO
そのほか第五項に ｢出身学校ノ如何二拘ラズ真二公平厳正二之ヲ行フコト｣という文言が
付されている｡｢大学学部二所定ノ在学年限在学シタル者二限ラズ汎クー般ヨリ選｣ぶように
との文部省令( 28)にもかかわらず､各大学から推薦される候補者が母校の卒業生に偏ってお軒了
またそのことに対する批判が多少ならずともあったことを伺わせる｡また第六項に､候補者に
は順位を付し概ね一割程度の補欠推薦者を用意するように記されている｡そして手続き及び書

戦時下の大学院特別研究生制度 と東北大学 39
表 3 ′大学院特別研究生候補者の所属および研究事項等 (昭和 19年度)
典拠 :『大学院特 別研究生関 係 昭和 十九年Jlもこよる
採否
○
⊂)
○
×
○
⊃
所属学部 所属学科 .教室 研究事項 前職 (他大学) 採用時年齢
物理学科 電磁波の研究 22歳9ケ月 ○
化学科 電解質溶液ノ化学熱力学的研究 22歳6ケ月 ○
岩石硬物腐床学科 石炭ノ岩石学的研究 22歳7ケ月 
生物学科 原生動物ノ形態分化ノ研究 23歳7ケ月 
物理学科 諸素粒子に依る原子核の励起について 22歳7ケ月 
地質学古生物学科 石油硬床特ニ有孔虫化石ノ研究 24歳8ケ月 
理学部 化学科 電気ノ絶縁材料ノ研究 26歳11ケ月 ○数学科
物理学科
フーリエ解析と其の応用 
分子及原子の構造性質に関する分光学的研究 
23歳2ケ月 
22歳10ケ月 ○
地質学古生物学科 石炭併びに亜炭の地質学的研究 22歳9ケ月 ○
岩石硬物硬床学科 粘土破物のX線的研究 26歳4ケ月 ○
生物学科 植物のヴアイラス病に関する生理学的研究 24歳10ケ月 ○
化学科 金属カルボニルノ物理化学的研究 25歳8ケ月 ○
化学科 笹墜∠4ヒ葺き産婆ニ関スル研究 23歳8ケ月 ○
物理学科
_
焼結体兵器材料ノ量産促進ニ関スル粉末冶金学的研究 (京大理) 26歳5ケ月 ×
医学科 外科的結核症ノ手術適応決定ニ関スル研究 副手 26歳2ケ月 (
医学科 ペニシリ出属箱状菌ノ産生スル抗菌物質ニ関スル研究 24歳0ケ月 ○
医学部 医学科 輸血-関スル研究体力増強ノ実際的方策ニ関スル研究 附看護講師 9 10ケ24歳8ケ月月 ○
医学科 生体呼PR作用殊ニ異常環境下ニ於ケル血液ノ酸衰 運 搬機能ニ関スル石井密 25歳2ケ月 ○
医学科 X線間接写真図譜製作ニ関スル研究 25歳7ケ月 ○
医学科 解毒ニ関スル研究 副手 31歳6ケ月 ×
通信工学科 導波空中線系ノ研究 23歳6ケ月 ○
電気工学科 中間周波増幅器ノ研究 23歳1ケ月 ○
通信工学科 放電現象ノ基礎問題 22歳5ケ月 ○
通信工学科 高周波回路ノ研究 23歳0ケ月 ○
通信工学科 電気材料ノ研究 21歳11ケ月 ○
工学部 機械工学科金属工学科 低揚程ポンプノ基礎的研究(イ)稀元素特殊綱ノ研究 (ロ)銅代用合金ノ研究 22歳6ケ月22歳10ケ ○月 ○
金属工学科 アルミニウム製造ノ電解浴ニ関スル研究 (東大第二工) 23歳3ケ月 
金属工学科 褐鉄鉱ノ処理及製錬ニ関スル研究 22歳6ケ月 ○
航空工学科 小型歯車ノ研究 23歳3ケ月 ○
航空工学科 圧縮波ノ研究 22歳9ケ月 ○
航空工学科 潤滑内気泡分離ノ研究 25歳2ケ月 ○
電気工学科 水中補音器ニ関スル研究 通研助手 29歳3ケ月 ×
○
※本表の学部毎の記載順は第-書式の記載順の通りとした｡
※特別研究生の所属学科 ･教室名は実際の名称と異なると思われるものもあるが､ ｢研究事項解説書｣に記載されて

いるものをそのまま転載した｡

※他大学からの特別研究生は前職欄に (出身大学)と記したo
※採否欄には最終的に特別研究生に採用された者に〇､採用されなかった者に×を付した｡
鐘衡された特別研究生 31名の年齢を見てみると最高が 29歳､最低が 21歳であり平均年齢
は 23.4歳であった｡助手ないし副手などの職を有していた候補者は 4名であり､そのうち 2
名が不採用となっている｡また有職者 4名中 3名までもが､医学部であったところにも特徴が
見られる｡いずれにしても昭和 18年度と比較して年齢 ･経歴ともに若い候補者が選ばれると
いう傾向が見られた｡
東北帝国大学以外の大学学部卒業者として候補者とされた者 2名中､採用された者は工学部
の候補者で東京帝国大学第二工学部出身者であった｡
研究事項の題目についてみてみると､昭和 18年度と同様に､医､理､工の各学部の研究事
項の題 目については ｢(戦争遂行上特二直接必要ナルモノ)｣かそうでないものか題目そのもの
から評価を下すのが難しい項目が並んでいると言える｡｢焼結体兵器材料ノ量産促進二関スA-一<｣
粉末冶金学的研究｣が唯一直接的な表現が用いられている題目であるが､この題目を掲げた候
補者は不採用となっている｡
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4.3.昭和 20年度の大学院特別研究生
経衛の経緯 
45 (昭和 20)年 1月 23日付けで文部省専門教育局長より昭和 20年度第 1期生の定員を
医学部 9名､工学部 11名､理学部 11名の計 31名とする旨が通牒 されている (発専一九号､
資料 13)｡定員とその学部構成は前年度と同じであり､また通牒の文章も前年度とほぼ同様で
ある｡
【資料 13】大学院及研究科特別研究生二関スル件 (発専一九号)(33)
発専一九号

昭和二十年一月二十三日

文部省専門教育局長

東北帝国大学総長殿

大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件
昭和二十年度特別研究生ノ選定二付テハ近ク具体的要綱ヲ通牒相成べキ見込ミナルモ不取
敢左記人員ノ範囲内二於テ鐘衡相成べキニ付御含ミノ上可然御準備置相成度尚本年度モ其
ノ研究事項二就テ-特二戦力増強二直接必要アルモノニ限ラルヽ見込二付併而御含置相成
記
19
名名名
名名
名
工計
医
工
理農
理
同年 1月 31日付けで昭和 20年度第 1期特別研究生の候補者を 2月 20日までに推薦するよ
う通牒されている (発専二〇号､資料 14)0
【資料 14】大学院及研究科ノ特別研究生二関スル件 (3(発専二〇号 ) 4)
発専二〇号
昭和二十年一月三十一日
文部省専門教育局長
東北帝国大学総長殿
大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件
昭和二十年度特別研究生ノ鉦衡二関シテハ特二左記要綱二依り候補者ヲ御鎗衡ノ上来
ル二月二十日迄二御推薦相成度
記 
-､ 本年度特別研究生ノ決定ハ二月中旬迄二之ヲ行フコト
二､ 本年度特別研究生ノ選定-理科的学科二限り之ヲ行ヒ文科的学科二付テハ之ヲ
停止スルコト
三､選定ハ現情勢二鑑ミ特二国家喫緊ノ科学研究二従事スル教授､助教授等ノ研究
ノ補助員タルノ任二当ラシムルニ重点ヲ置クコト従ツテ指導教官ノ研究二絶対
不可欠ノ要員ニシテ真二教官 卜一丸 トナリテ研究二従事シ之ガ強カナル推進カ
タリ得べキモノヲ選定スルコト
四､右ノ研究事項-決戦態勢二応ズべキ事項二限ルモノトシ長期二亘ラザレバ効果
ヲ期シ難キ事項ハ之ヲ控フルコト
尚研究事項ハ明確且具体的二表示スルコト
五､ 選定二当リテ-出身学校ノ如何二拘ラズ真二公平厳正二之ヲ行フコト
六､推薦二当リテハ候補者二順位ヲ附シ定員ノ概ネ一割程度ノ補欠推薦者ヲ用意ス
ルコト
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尚推薦漏ノ者二就テモ推薦者二準ジ別紙 トシテ関係書類ヲ送付スルコト
錠衡ノ際試験ヲ課シタル場合ハ試験ノ方法及結果二付概要ヲ送付ノコト
推薦二当リテハ別紙 トシテ研究事項ノ説明書ヲ送付スルコト尚之ガ記載二付テ
ハ例エバ ｢何々委嘱二依ル何々ノ研究二従事スル教官何某ノ研究遂行ノタメ何
名ノ補助員ヲ要スべキ処特別研究生候補者何某ハ然々ノ事情ニアリテ右補助者
トシテ最適任且絶対不可欠ノ研究要員ナリ｣等ノ如ク明確且直裁ニナスコト
七､ 本年度選定ノ手続及書類形式等ハ凡テ昨年 卜同様ニナスコト (四十部提出ノコ
ト)
この通牒は前年度のものとほぼ同様の内容であるが､第六項に ｢推薦漏ノ者二就テモ推薦者
二準ジ別紙 トシテ関係書類ヲ送付スルコト｣と追記されているO定員の一割程度の補欠者のほ
か推薦漏れの者についても書類の提出が求められたのである｡特別研究生候補者の採否がそれ
だけ流動的であったことを伺わせる｡手続き及び書類形式などは昨年度と同様であることが記
されている｡
また同年 2月 6日に前年度同様､医学部定員を減少させ､その分を理学部､工学部に振替る
かもしれないので､幾分増加し候補者を推薦するよう通牒されている (発専二九号､資料 15)0
｢努メテ之ヲ充足｣するので前年以前の卒業者を適当に案配して推薦するようにとも追記され
ているところが前年と異なる点である｡
【資料 15】大学院及研究科ノ特別研究生二関スル件 (発専二九号) (35)
発専二九号

昭和二十年二月六日

文部省専門教育局長 印

東北帝国大学総長殿

大学院及研究科ノ特別研究生二関スル件
本年度特別研究生ノ選定二付テハ別途鎗衡二関スル要綱通牒相成タルモ諸般ノ情勢ニヨリ
本年度二於テモ研究事項ハ特二決戦遂行二必須ノモノニ限ラルベク努々軍ノ要請モ有之各
学部別定員二付左記ノ如キ取扱ヲ可致二付御了知ノ上寓全ヲ期セラレ度
記
-､ 医学関係二付テハ軍医要員不足ノ実情二鑑ミ特別研究生ノ定員ヲ減少スルヤモ知レ
ザルモ努メテ之ヲ充足スル様致度二付前年以前ノ卒業者等ヲ適当二案配シテ推薦セ
ラレ度キコト
二､ 農学関係二付テハ純農的ナル研究事項ハ極力之ヲ避ケ定員ノ一部ヲ理学､工学二振
替へ得ル様推薦二当り配慮シ置クコト
三､ 右ノ措置二関連シテ理学､工学関係二付テハ定員ヲ幾分増加シ得ル様配慮シ置クコ
ト
東北帝国大学は候補者を錠衡の後､医学部 10名､理学部 19名､工学部 16名､計 45名の候
補者について 4書式の資料にまとめて､3月 12日付けで文部省に発送している(庶一六六号) (36)
が､この数は医学部 9名､工学部 11名､理学部 11名の計 31名を定員とする発専一九号と大
きく異なるD先にあげた発専二〇号には ｢定員ノ概ネ一割程度ノ補欠推薦者｣のほかに ｢推薦
漏ノ者二就テモ推薦者二準ジ別紙 トシテ関係書類ヲ送付スルコト｣という指示に基づいたもの
と思われる｡東北帝国大学は推薦漏れの者も含めて庶一六六号中に記載したが､推薦者と推薦
漏れの区分を付けなかったのであろう｡
文部省における鎮衡会が開催された日時や決定事項がいつ通牒されたのかという資料は確認
できなかったが､7月 26日発送の庶四八九で ｢先日開催｣と記載されていることから 7月中 -.～
に開催されたものと思われる ( 37)｡
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特別研究生の素描
昭和 20年度第 1期の特別研究生についても前年度同様､4書式の控えが 『大学院特別研究
生関係綴 昭和二十年』に綴 られているが､補欠推薦者を含むと思われる理学部 11名､医学
部 11名､工学部 12名､計 34名分が確認でき､推薦漏れと思われる残 りの 11名分は確認でき
なかった｡確認できた分の記載事項の中から特別研究生の所属学部 ･学科 (教室)および研究
題 目､採用時在職者は前職､昭和 20年 10月 1日時点の年齢をまとめて表 4に掲げた｡
表 4 大学院特別研究生候補者の所属および研究事項等 (昭和 20年度)
典拠 :『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年度』による
採否
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
所属学部 所属学科 .教室 研究事項 前職 (他大学) 採用時年齢
物理学教室 素粒子論 24歳5ケ月 
化学教室 非水溶液ニ於ケル化学反応ノ研究 23歳4ケ月 
地質学古生物学教室 油田産有孔虫化石ノ研究 23歳7ケ月 
岩石 (鉱物 )教室 金属鉱床ノ研究 22歳7ケ月 
理学部 数学教室生物学教室 フーリエ解析 ト其の応用馬鈴薯及ヒ甘藷に関する実験生態学的研究 2 11ケ23歳0ケ月月
物理学教室 金属ノガス吸収 (京大 .理 ) 24歳10ケ月 
数学教室 函数論 31歳8ケ月 
物理学教室 固体及液体の理論 23歳0ケ月 
化学教室 日本産植物成分ノ有機化学的研究 23歳3ケ月 
岩石 (鉱物)教室 粘土硬物ノ熱的研究 25歳3ケ月 
医学科 ビタミンB1欠乏症ヨリノ快復逓速ノ簡易判定及其対策ニ関スル研究 法 助手 25歳8ケ月 
医学科 疲労ニ関スル研究 医院 28歳8ケ月 
医学科 疲労困債ノ研究 東北帝大病院 28歳5ケ月 
医学科 腹水肉腫ノ研究 25歳4ケ月 
医学部 医学科 凍傷ノ研究 助手 25歳1ケ月助手
医学科
整形外科学一般特ニ骨筋結核ノ研究
副腎ニ関スル形態学手生物学的研究/航空医挙ニ関スル形態学的研究 
29歳1ケ月 
23歳8ケ月 
医学科 妊娠中毒症ノ成因 ト予防法-関スル研究 24歳10ケ月 
医学科 戦時下ニ激増セル化膿性疾患ノ研究 23歳4ケ月 
医学科 耳性陪畳ノ成立ニ関スル基礎的研究 副手 27歳4ケ月 
助手(新潟医科大学) 新潟医大助手 33歳4ケ月 
通信工学科 超短波空中線系ノ研究 23歳9ケ月 
電気工学科 空中線ノ研究 24歳9ケ月 
電気工学科 電熱ニヨル真空封ジソノ技術的研究 23歳4ケ月 
化学工学科 油脂分解剤 22歳7ケ月 
工学部 化学工学科 乳化剤ノ研究 22歳7ケ月機械工学科
金属工学科
内燃機関ノ慣性掃気
鋼中炭化物粒状化ニ関スル物理冶金学的研究 
23歳6ケ月
22歳11ケ月 
金属工学科 熱還元 ｢シルミン｣ノ研究 22歳3ケ月 
航空学科 液体微粒化ノ研究 23歳5ケ月 
航空学科 歯車製作法ノ研究 22歳6ケ月 
航空学科 燃焼機構ノ研究 23歳6ケ月 
電気工学科 低気圧放電ノ生産技術-ノ応用ニ関スル研究 24歳10ケ月 
○
○
○
○
⊂)○
○
○
×
×
○
○
○
○
×
×○
×
○
○
○
○
×
※本表の学部毎の記載順は第一書式の記載順の通りとした｡
※特別研究生の所属学科 ･教室名は実際の名称と異なると思われるものもあるが､ ｢研究事項解説書｣に記載されて

いるものをそのまま転載した｡

※他大学からの特別研究生は前職欄に (出身大学)と記した｡
※採否欄には最終的に特別研究生に採用された者に〇､採用 されなかった者に×を付した｡
東北帝国大学は､補欠推薦者を含め理学部 11名､医学部 11名､工学部 12名､計 34名の候
補者を推薦 し､最終的には理学部 11名､医学部 9名､工学部 8名､計 28名が特別研究生とし
て採用されている｡先に述べた文部省通牒の定員 (理 11名､医 9名､工 11名､合計 31名)
と内訳と合計が異なる｡昭和 20年度は医学部の採用減はなされず工学部で減少 したOこの時
期になぜ工学部の採用数が減少 したのか理由は明らかでないが､医学部の採用数が減少 しな
かったのは文部省が ｢努メテ之ヲ充足｣したからであろう｡
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錠衡された特別研究生 28名の年齢を見てみると最高が 33歳で最低が 22歳であり平均年齢
は 24.4歳であった｡助手ないし副手などの職を有していた候補者は 6名であり､そのうち 5
名が採用されている｡また 6名全員が医学部であったところにも特徴が見られる｡前年以前の
卒業者を適当に案配して推薦するようにとの先述の発専二九号の指示通り､東北帝国大学が推
薦し文部省が ｢努めて之を充足｣した結果であろう｡
東北帝国大学以外の大学学部卒業者として候補者とされた者は京都大学理学部の 1名でその
まま採用されている｡
研究題 目についてみてみると､理学部と工学部の研究題目からは昭和 18年度や 19年度同様､
研究事項の題目からは ｢(戦争遂行上特二直接必要ナルモノ)｣であるかどうかの評価を下すの
が難しい｡これに比して､医学部の題目は戦争遂行上直接の要不要は別として､時局に即した
切実なものとなっている｡ 
5.おわりに
以上､本稿では戦時下の大学院特別研究生制度が適用された東北大学に現存する文書を整理
することにより､いかなる手続きを経て特別研究生がどのような学部別構成で何名採用された
のか､またどのような研究に従事したのかなど基本的な項目について把握することを試み､あ
る程度明らかにすることができた｡
この制度の実施初年度であった昭和 18年度には短期間にあわただしく鎗衡された様子が伺
われ､また候補者の推薦が過小申請され､追加の鎗衡がなされるなどの混乱がみられた｡次年
度以降は規定や鎗衡の手順が確立され､時間的にも余裕を持って実施しようとした様子が伺わ
れるが､昭和 19年度になっても本省における鎗衡会の後に徴集や兵役に関する資料の追加提
出が求められるなど､多少の混乱がみられた｡
また定員や学部毎の配分については毎年の文部省の通牒を待たなければならなかったのみな
らず､昭和 19年度では概ね一割合の補欠候補者の推薦が求められ､昭和 20年度に至っては補
欠候補者のほかに推薦漏れの者の分も書類の提出が求められていた｡その時々の時局を伺いな
がら特別研究生の鐙衡が流動的に行われていたことが伺われた｡
この制度の施行当初の文部省の趣旨説明では､この制度は研究者の養成を目的の一つとして
いたが､むしろ戦争遂行上特に直接必要なる研究の研究補助者としての位置づけが強く､年々
その傾向が増していったことが伺われた｡
課題も残されている｡東北大学の資料では確認出来ない点については､他大学の資料提供な
どの協力を求め補完する必要がある｡それから今回は紙幅の都合から研究事項解説書の内容に
触れることができなかった｡この解説書は記述内容の質 ･量ともに各学部それぞれの事情を反
映していたと思われる特色を有している｡今後はこれらの分析を通して戦時下において特別研
究生がいかなる研究課題に取り組もうとしていたのかを明らかにする必要がある｡同時に指導
教官や特別研究生に採用された学生達がこの制度をどのように受け止め､実際にはいかなる研
究に取り組んでいたのかという実態の解明に取り組むことも必要であろう｡なぜなら研究題臣-I.
や研究事項解説書に記載されている内容が明らかに ｢(戦争遂行上特二直接必要ナルモノ)｣
であり､｢国家的緊要性｣を明記しているとしても､それは文部省の鎗衡会向けの書類であり､
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実態 とは異 なるのではないか とい う批判 には耐 え うるものではないか らで ある｡今後 の課題 と
したい｡ 
(1)｢大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件公布二就テ｣(1943年 9月 29日発表)日本科学史学会編 『日
本科学技術史体系 第 4巻 ･通史 (4)』第一法規出版株式会社 ,1966,pp.441-442｡ 
(2)概ねの定員は省令で定められていたが､文部省令第 74号の第 3条に ｢毎年文部大臣之ヲ定ム｣と付記
されており､後段で見る様に時局に合わせ定員を流動的に決定できるようになっていた｡ 
(3)参考までに大学特別研究生制度について何らかの記述があった各大学の年史を刊行順に挙げておく｡『東
北大学五十年史』東北大学 , 1960, pp.445-447｡『慶鷹義塾百年史 中巻 (徳)』慶鷹義塾 , 1964, 
pp.841(2521)1850(2530)a『九州大学五十年史』九州大学創立五十周年記念会 , 1967, pp.499-503｡
『北大百年史 通説』北海道大学 ,1982,pp.294-295｡『大阪大学五十年史 通史』大阪大学 ,1985, 
pp.201-202｡『東京大学百年史 通史二』東京大学 ,1985,pp.649-662｡『東京工業大学百年史 通史』
東京工業大学 , 1985, pp.642-643｡『早稲田大学百年史 第三巻』早稲田大学大学史編集所 , 1987, 
pp.980-986｡『京都大学百年史 総説編』財団法人京都大学後援会 ,1998,p.441｡
なかでも 『東京大学百年史』では多くの紙幅を用いて記述されており､特別研究生制度が制定される
までの経緯についても述べられている｡また東京大学の関係文書は小川智端恵によりよく整理され
てお り､『東京大学百年史』の内容を補完しさらに発展させる良い材料を提供 している｡小川智端恵
｢『大学院特別研究生関係』史料目録 (一九四三～一九四五年度)｣『東京大学卑紀要』第 17号 , 1999, 
pp.65-113｡
『九州大学五十年史』では特別研究生の定員の決定や選考過程について述べられているが､その後刊行
された 『九州大学七十五年史』では ｢『九州大大学五十年史』で記述された昭和三十六年五月以降､創
立七十五周年を迎えた昭和六十一年五月までの二十五年間を中心に記述｣するという編纂方針により､
特別研究生制度に関する記述が削除されたO『九州大学七十五年史 通史』九州大学 ,1992,凡例o 
(4)寺崎昌男 ･古屋野素材 ｢戦前の大学院｣宮原将平 ･川村亮編 『現代の大学院』第Ⅱ部第 2章 ,早稲田
大学出版部 ,1980,pp.15-33｡ 
(5)大学院特別研究生制度を総体として捉えようと試みた研究として西村正守のものがあげられるが､各大
学の事例となると各大学から刊行された 『大学史』と新聞記事に頼らざるを得ないという限界が見られ
る｡西村正守 ｢第二次大戦末期における大学院特別研究生制度を回顧して｣『レファレンス』第 431号､
国立国会図書館調査立法考査局､1986､pp.29-57｡ 
(6)『東北大学五十年史』では､大学院特別研究生制度が ｢戦局の激烈化にともない､学術研究やその担当
者の養成さえも､兵役やその他の動員により困難となってきたのに対処して､特別の枠をもうけて､人
材を選んで研究室にのこし､学術の維持発展をはかろうとするものであった｣と評価され､｢東北大学
は .･･大学院特別研究生を与えられることとなり､各学部よろこんでその人選に着手した｣と当時の
様子をうかがわせる記述に止められているO前掲 『東北大学五十年史』pp.445-447｡ 
(7)発学三〇〇号は 『東北帝国大学院規程』に所収｡ 
(8)教一七六号は 『東北帝国大学院規程』に所収｡ 
(9)確認のためこの調査報告と 『大学院特別研究生 昭和十八年度第一期』､『大学院特別研究生関係 昭和
十九年』､『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』に綴られている特別研究生の鎗衡関連資料と照合し
たが､特別研究生の数 ･氏名とも観.歯吾は見られなかったO 
(10)前掲 『九州大学五十年史 通史』,p.501｡
 
(ll) 『東北帝国大学大学院規程』所収｡
 
(12)備考欄の ｢油田機構学｣は ｢岩石硬物学｣の誤植 と思われるが､そのまま記載した｡庶七三九号は 『東
北帝国大学大学院規程』所収｡ 
(13)仙大専 23号は 『東北帝国大学院規程』所収｡ 
(14)東北帝国大学の学内において比例按分するという申し合わせ等に関する文書は確認できていないが､
｢58名の定員のうち 3名を予備定員として､55名を各学部の講座数に現大学院在学学生数を加算した
数に比例按分し､医学部 10名､工学部 16名､農学部 9名､理学部 5名､法文学部 15名に分けた｡｣と
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いう九州帝国大学の事例からも伺い知ることが出来るO前掲 『九州大学五十年史』 ,p.501｡ 
(15)前掲 『九州大学五十年史 通史』 ,p.501｡西村正守 ,前掲論文 ,p.43｡ 
(16)『東北帝国大学大学院規程』所収｡ 
(17)西村正守,同上論文 ,同所｡ 
(18)『大学院特別研究生 昭和十八年度第一期』所収｡ 
(19)同上｡ 
(20)同上｡ 
(21)同上｡ 
(22)前掲 『九州大学五十年史』 ,p.501. 
(23)提出 (発送)された日付を確認できる資料は確認できなかった｡ 
(24)一部採用日時が異なるが便宜的に 10月 1日とした｡ 
(25)『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(26)『東北帝国大学大学院規程』所収｡ 
(27)『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(28)｢大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件｣ (文部省令第 74号)第 6条｡ 
(29)庶二六一号は 『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(30)昭和 19年 5月 23日付 ｢大学院特別研究生錠衡会開催ノ件｣(発専一四七号)『大学院特別研究生関係
昭和十九年』｡ 
(31)『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(32)庶三八二は 『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(33)『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』所収｡ 
(34)同上O 
(35)『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』所収｡ 
(36)｢大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件｣(庶一六六号)は 『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』
所収｡ 
(37)庶四八九号は 『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』所収｡

